
令和６年度 全国学力・学習状況調査

結果に関する参考資料

柏原市教育委員会



１．　調査目的
　　●　

　　●　

　　●　

２．　調査対象学年

第６学年　児童

第３学年　生徒

３．　調査内容

（１） 教科に関する調査 小学校： 国語・算数

中学校： 国語・数学

（２） 質問調査

① 児童生徒に対する調査

　学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

② 学校に対する調査

　指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査

※調査問題・結果資料は、国立教育政策研究所のホームページ内に掲載されています。

https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/

全国学力・学習状況調査について

調査問題　：

結果資料　：

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力
や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

小学校　：

中学校　：

https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm
https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/


教科問題　【平均正答率】

単位（％） （柏原市/全国) 単位（％） （柏原市/全国)

平均
正答率

柏原市 大阪府 全国 対全国比
平均

正答率
柏原市 大阪府 全国 対全国比

国語 66 66 67.7 0.97 国語 60 57 58.1 1.03

算数 64 63 63.4 1.01 数学 50 51 52.5 0.95

《平均正答率推移（全国比）》
※「総合」は、「国語」および「算数・数学」の平均正答率を合算した値を示している。

※H30年度までは、Ａ（知識）・Ｂ（活用）に分かれた問題形式のため、それぞれを合算した値を示している。

※R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし。

《平均正答率》

小学校 中学校

H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

総合 0.99 0.99 1.02 0.99 0.97 0.99

国語 0.98 0.97 1.02 0.99 0.98 0.97

算数 0.99 1.01 1.01 1.00 0.96 1.01

0.90
0.92
0.94
0.96
0.98
1.00
1.02
1.04
1.06
1.08
1.10

小学校（同一学年）

H26-29 H27-30 H28-31 H29-R2 H30-R3 H31-R4 R2-R5 R3-R6 R4-R7 R5-R8 R6-R9

小６ 0.95 0.92 0.95 0.97 0.99 0.99 1.02 0.99 0.97 0.99

中３ 0.96 0.93 0.97 0.91 1.01 0.94 0.99

0.90
0.92
0.94
0.96
0.98
1.00
1.02
1.04
1.06
1.08
1.10

同一児童・生徒集団による経年比較 （総合）

H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

総合 0.93 0.97 0.91 1.01 0.94 0.99

国語 0.95 0.97 0.93 1.01 0.96 1.03

数学 0.91 0.97 0.89 1.01 0.92 0.95

0.90
0.92
0.94
0.96
0.98
1.00
1.02
1.04
1.06
1.08
1.10

中学校（同一学年）
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教科問題　【問題別調査結果】　（小学校）

《問題別調査結果》

柏原市 大阪府 全国

14 66 66 67.7 ▲ 1.7

4 61.6 63.4 64.4 ▲ 2.8

1 86.2 85.5 86.9 ▲ 0.7

1 80.3 72.6 74.6 5.7

3 56.4 57.3 59.8 ▲ 3.4

2 63.0 65.9 68.4 ▲ 5.4

3 70.7 69.0 70.7 0.0

6 68.9 68.6 69.8 ▲ 0.9

8 63.4 63.9 66.0 ▲ 2.6

0

10 68.3 68.0 69.9 ▲ 1.6

2 55.8 58.7 59.7 ▲ 3.9

2 63.0 62.3 64.6 ▲ 1.6

《正答数分布》 《昨年度調査との比較(同一学年)》

※同一集団の経年比較ではない

《問題別調査結果》

柏原市 大阪府 全国

16 64 63 63.4 0.6

6 68.0 65.3 66.0 2.0

4 64.9 65.2 66.3 ▲ 1.4

0

3 50.6 50.9 51.7 ▲ 1.1

4 62.1 60.9 61.8 0.3

9 74.1 71.9 72.8 1.3

7 50.3 50.5 51.4 ▲ 1.1

0

5 75.5 74.5 75.3 0.2

7 63.2 61.2 62.0 1.2

4 49.9 50.1 51.0 ▲ 1.1

《正答数分布》 《昨年度調査との比較(同一学年)》

※同一集団の経年比較ではない

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞
分類 区分 対象設

問数(問)

正答率（％） 差
(市-全国)

問題形式

選択式

短答式

記述式

　全体

学習指導要
領の領域

Ａ数と計算

Ｂ図形

Ｃ変化と関係

Ｄデータの活用

Ｃ測定

国語

評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

算数

評価の観点

知識・技能
思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

問題形式

選択式

短答式

記述式

　全体

学習
指導
要領
の

領域
等

知識及び技能

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項

(2)情報の扱い方に関する事項

(3)我が国の言語文化に関する事項

思考力，判断
力，表現力等

Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞
分類 区分 対象設

問数(問)

正答率（％） 差
(市-全国)

全体
話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと

R5 0.98 1.00 0.87 0.98

R6 0.97 0.94 0.92 1.00
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化に関…

Ａ話すこ

と・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

柏原市
大阪府（公立）
全国（公立）

全体 数と式 図形
変化と

関係

データ

の活用

R5 0.96 0.98 0.95 0.97 0.95

R6 1.01 1.03 0.98 0.98 1.00
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強みや課題のみられる問題について（全国との比較） 【教科問題】　（小学校）

○正答率が高い問題

問題番号 ３ 四

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 選択式 全国

○正答率が高い問題

問題番号 ４ （１）

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 短答式 全国

900正答例

国語

算数

正答率（％） 無解答率（％）

80.5 3.5

数と計算 知識・技能

4

70.0 3.1

70.1 3.1

除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみ
る

５４０÷０．６を計算する

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つこと
に気付くことができるかどうかをみる 72.6 8.0
我が国の言語文化

に関する事項
知識・技能 74.6 7.6

正答例

正答率（％） 無解答率（％）

【原さんの読書の記録】の空欄に入る内容として適切なものを選択する 80.3 3.7

問
題
の
文
章
に
つ
い
て
は
、

著
作
権
者
へ
の
配
慮
か
ら
掲
載
を
控
え
て
い
ま
す
。
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強みや課題のみられる問題について（全国との比較） 【教科問題】　（小学校）

▼正答率が低い問題

問題番号 １ 三

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 選択式 全国

▼正答率が低い問題

問題番号 ２ 二

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 記述式 全国

国語

正答例
「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」という１ 年生や、「みんなが楽しそうでうれしかった」という４ 年生がいます。この
ように、「たてわり遊び」のよいところは、学年をこえた交流ができるところだと思います

61.9 1.1

63.8 0.9

正答例

4

話すこと・聞くこと 思考・判断・表現

正答率（％） 無解答率（％）

56.1 1.1

国語

オンラインで交流する場面において、【和田さんのメモ】がどのように役
に立ったのかを説明したものとして、適切なものを選択する
目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
合う内容を検討することができるかどうかをみる

書くこと 思考・判断・表現 56.6 4.9

正答率（％） 無解答率（％）

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる 53.7 5.0

【高山さんの文章】の空欄に入る内容を、【高山さんの取材メモ】を基に
して書く 49.8 5.7

最も多い誤答

【解答類型３】＝３

反応率＝21.6%(全国16.6%)
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教科問題　【問題別調査結果】　（中学校）

《問題別調査結果》

柏原市 大阪府 全国

15 60 57 58.1 1.9

3 61.9 59.1 59.2 2.7

2 59.6 59.4 59.6 0.0

1 81.8 75.8 75.6 6.2

3 57.3 56.4 58.8 ▲ 1.5

2 66.6 63.3 65.3 1.3

4 50.5 47.2 47.9 2.6

6 64.4 62.0 62.0 2.4

9 56.3 53.8 55.4 0.9

0

9 63.4 60.4 61.0 2.4

3 64.3 62.0 61.8 2.5

3 43.4 42.2 45.5 ▲ 2.1

《正答数分布》 《昨年度調査との比較(同一学年)》

※同一集団の経年比較ではない

《問題別調査結果》

柏原市 大阪府 全国

16 50 51 52.5 ▲ 2.5

5 48.4 50.4 51.1 ▲ 2.7

3 38.6 40.5 40.3 ▲ 1.7

4 60.5 58.9 60.7 ▲ 0.2

4 50.9 53.3 55.5 ▲ 4.6

11 61.5 61.9 63.1 ▲ 1.6

5 25.4 28.2 29.3 ▲ 3.9

0

5 58.1 56.9 58.5 ▲ 0.4

6 64.4 66.1 67.0 ▲ 2.6

5 25.4 28.2 29.3 ▲ 3.9

《正答数分布》 《昨年度調査との比較(同一学年)》

※同一集団の経年比較ではない

国語

分類 区分 対象設
問数(問)

正答率（％） ＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

　全体

学習
指導
要領
の

領域
等

知識及び技能

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項

(2)情報の扱い方に関する事項

(3)我が国の言語文化に関する事項

思考力，判断
力，表現力等

Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

差
(市-全国)

Ｃ読むこと

評価の観点

知識・技能
思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

数学

問題形式

選択式

短答式

記述式

分類 区分 対象設
問数(問)

正答率（％） ＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞差
(市-全国)

　全体

学習指導要
領の領域

Ａ数と式

Ｂ図形

Ｃ関数

Ｄデータの活用

評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

問題形式

選択式

短答式

記述式

全体
話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと

R5 0.96 0.95 0.96 0.96

R6 1.03 0.97 1.02 1.05

0.80
0.85
0.90
0.95
1.00
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1.10
1.15
1.20
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い方に…

(2)情報の

扱い方に

関する…

(3)我が国

の言語文

化に関…

Ａ話すこ

と・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

柏原市
大阪府（公立）
全国（公立）

全体 数と式 図形 関数
データ

の活用

R5 0.92 0.95 0.91 0.96 0.82

R6 0.95 0.95 0.96 1.00 0.92

0.80
0.85
0.90
0.95
1.00
1.05
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Ｂ図形

Ｃ関数

Ｄデータの

活用

柏原市
大阪府（公立）
全国（公立）

全国値

全国値
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強みや課題のみられる問題について（全国との比較） 【教科問題】　（中学校）

○正答率が高い問題

問題番号 ２ 三

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 選択式 全国

○正答率が高い問題

問題番号 ４ 三

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 選択式 全国

Ａ　：　２
Ｂ　：　４

正答例

正答例

1

行書の特徴を理解しているかどうかをみる 75.8 1.4
我が国の言語文化

に関する事項
知識・技能 75.6 2.3

国語

正答率（％） 無解答率（％）

行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして適切なものを
選択する 81.8 1.1

文章の全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉
えることができるかどうかをみる 63.0 0.5

読むこと 思考・判断・表現 64.5 0.6

国語

正答率（％） 無解答率（％）

本文中に示されている二つの例の役割をまとめた文の空欄に入る言葉
として適切なものをそれぞれ選択する 71.8 0.5

問
題
の
文
章
に
つ
い
て
は
、

著
作
権
者
へ
の
配
慮
か
ら
掲
載
を
控
え
て
い
ま
す
。

最も多い誤答

【解答類型４】＝Ａ：１ Ｂ：４

反応率＝13.7%(全国18.4%)
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強みや課題のみられる問題について（全国との比較） 【教科問題】　（中学校）

▼正答率が低い問題

問題番号 ５

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 短答式 全国

▼正答率が低い問題（無解答率も高い）

問題番号 ６ （２）

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 記述式 全国

▼正答率が低い問題（無解答率も高い）

問題番号 ７ （２）

問題の
概要 柏原市

出題の
趣旨 大阪府

領域 評価 形式 記述式 全国

正答例

速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるに
つれて、箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていっ

ている。

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を
数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる 22.3 34.7

データの活用 思考・判断・表現 25.9 29.4

正答率（％） 無解答率（％）
車型ロボットについて「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、１０ｃｍの位置から進ん
だ距離が長くなる傾向にある」と主張することができる理由を、５つの箱ひげ図を比較して説明する 19.9 33.7

正答例
２（ a ＋ b ＋ c ）
a ＋ b ＋ c は○に入れた整数の和だから、２（ a ＋ b ＋ c ）は○に入れた整数の和の２倍である。
したがって、□に入る整数の和は、○に入れた整数の和の２倍である。

数学

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成
り立つ理由を説明することができるかどうかをみる 35.6 26.1

数と式 思考・判断・表現 35.9 23.5

正答例

４分の１

数学

正答率（％） 無解答率（％）

正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図において、□に入る整
数の和が○に入れた整数の和の２倍になることの説明を完成する 28.8 30.4

簡単な場合について、確率を求めることができるかどうかをみる 72.8 4.8

データの活用 知識・技能 73.1 4.2

数学

正答率（％） 無解答率（％）

２枚の１０円硬貨を同時に投げるとき、２枚とも裏が出る確率を求める 65.8 6.0

問題文は一部省略しています
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児童・生徒質問調査　【概要】

※教科に関する調査および児童生徒質問調査の結果を全国値を基準に図示したもの

【基本的生活習慣等】

○生活習慣の項目（朝食、就寝や起床時間）で、８～９割程度の児童生徒が肯定的な回答をしている。
▼平日（授業外）にタブレット端末等のICT機器で学習する機会が少ない（対全国）。
　　３～４割程度の児童生徒が全く使っていない（全国は３割未満）。
▼特に中学校で、平日にゲーム、SNSや動画視聴をする時間が長い（対全国）。
　　３～４割程度の生徒が３時間以上（全国は３割程度）。

【挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等】

○ほとんどの項目で、８～９割程度の児童生徒が肯定的な回答をしている。

【学習習慣、学習環境等】

▼平日・休日ともに、学校の授業以外で勉強をしている時間が短い（対全国）。
　　平日　：　４～５割程度の児童生徒が１時間未満（全国は３～４割程度）。
　　休日　：　２～３割程度の児童生徒が全くしない（全国は１～２割程度）。
▼８～９程度の児童生徒が、新聞をほとんど読まない（月１回未満）。

【ICTを活用した学習状況】

○８割程度の児童生徒が、学習でのICT機器活用に効力感を感じている。
　　（ただし、小学校では全国との比較においては肯定的な割合が少し小さい）
▼授業中にタブレット端末等のICT機器を使用する機会が少ない（対全国）。
　　７割程度の児童生徒が週３回未満（全国は３～４割程度）。
　　ほぼ毎日使用する児童生徒は１割未満（全国は２～３割程度）。

【主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況】

○ほとんどの項目で、８割程度の児童生徒が肯定的な回答をしている。
　　（小・中学校ともに、複数の項目で前回調査より５ポイント以上改善している）

【総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳】

○ほとんどの項目で、８割程度の児童生徒が肯定的な回答をしている。
　　（小・中学校ともに、いずれの項目でも前回調査より１０ポイント近く改善している）

全国学力・学習状況調査結果チャート（全国基準）

児童・生徒質問調査の回答状況　《概要》

小学校 中学校

破線（---） ： 全国平均

色つき ： 柏原市

破線（---） ： 全国平均

色つき ： 柏原市
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児童・生徒質問調査　【回答状況一覧】

①全国との比較による評価　　　※肯定的回答について比較（例外は★印で詳細を記載）
「◎」 ＋１０以上　　「○」 ＋５以上　　「▽」 －５以下　　「▼」 －１０以下

②肯定的回答の割合（市）による評価
「◎」 ９０％以上　　「○」 ８０％以上９０％未満　　「▽」 ２０％以上５０％未満　　「▼」 ２０％未満

③前回調査（市）との比較による評価　　　※肯定的回答について比較（例外は★印で詳細を記載）
「青色セル」 ＋５以上　　「赤色セル」 －５以下　　　※新規項目は比較なし

【基本的生活習慣等】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
1 1 朝食を毎日食べていますか ◎ ◎
2 2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか ○
3 3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか ◎ ◎

4 4
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットな
どのICT機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）　★使用の有無

▽ ▽ － －

5 5
普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式
のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか　★3時間以上

▽ － －

6 6
普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでSNSや動画視
聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時間は除く）　★
3時間以上

▽ － －

7 7 携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか

8 8
健康にすごすために、授業で学習したことや保健室の先生などから教えられたことを、普段の生活に
役立てていますか

○ ○

【挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
9 9 自分には、よいところがあると思いますか ○ ○
10 10 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか ◎ ◎
11 11 将来の夢や目標を持っていますか
12 12 人が困っているときは、進んで助けていますか ◎ ◎
13 13 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか ◎ ◎
14 14 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか ○ ○
15 15 人の役に立つ人間になりたいと思いますか ◎ ◎
16 16 学校に行くのは楽しいと思いますか ○ ○ ○
17 17 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか ▽
18 18 友達関係に満足していますか ◎ ◎
19 19 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか ◎ ◎

【学習習慣、学習環境等】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
20 20 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていま ○ ○

21 21
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ
時間も含む）　★1時間以上

▼ ▽ － －

22 22
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉
強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
★1時間以上

▼ ▼ － －

23 23 あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除く） － － － －
24 24 新聞を読んでいますか ▼ ▼

【地域や社会に関わる活動の状況等】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
25 25 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか ○
26 26 放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか（複数選択） － － － －

【ICTを活用した学習状況】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中

27 27
前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか　★週3回以
上・ほぼ毎日

▼ ▼ － －

28-1 28-1
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（１）自分のペースで
理解しながら学習を進めることができる

▽

28-2 28-2
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（２）分からないこと
があった時に、すぐ調べることができる

(▽) ○ ◎

28-3 28-3
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（３）楽しみながら学
習を進めることができる

○ ○

28-4 28-4
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（４）画像や動画、音
声等を活用することで、学習内容がよく分かる

(▽) ○ ○

28-5 28-5
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（５）自分の考えや
意見を分かりやすく伝えることができる

28-6 28-6
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（６）友達と考えを共
有したり比べたりしやすくなる

(▽) ▽ ○

28-7 28-7
前年度までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、（７）友達と協力しな
がら学習を進めることができる

○ ○

【主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中

29 29
前年度までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料
や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

○

30 30 前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか ○

31 31
前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動
を行っていましたか

32 32 前年度までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていましたか ○ ○

33 33
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりする
ことができていますか

○ ○

34 34
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることが
できていますか

○ ○

35 35
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思い
ますか

○ ○

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

※「－」は選択肢の内容等をふまえ、
評価を行っていない項目。

②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較

質問番号が塗りつぶされているもの（緑色）

教科の平均正答率との相関関係が

指摘されている項目（国立教育政策研究所）
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児童・生徒質問調査　【回答状況一覧】

①全国との比較による評価　　　※肯定的回答について比較（例外は★印で詳細を記載）
「◎」 ＋１０以上　　「○」 ＋５以上　　「▽」 －５以下　　「▼」 －１０以下

②肯定的回答の割合（市）による評価
「◎」 ９０％以上　　「○」 ８０％以上９０％未満　　「▽」 ２０％以上５０％未満　　「▼」 ２０％未満

③前回調査（市）との比較による評価　　　※肯定的回答について比較（例外は★印で詳細を記載）
「青色セル」 ＋５以上　　「赤色セル」 －５以下　　　※新規項目は比較なし

※「－」は選択肢の内容等をふまえ、
評価を行っていない項目。

質問番号が塗りつぶされているもの（緑色）

教科の平均正答率との相関関係が

指摘されている項目（国立教育政策研究所）

36 36
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれて
いると思いますか

○ ○

37 37
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取
り組んでいますか

◎ ◎

【総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中

38 38
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの
学習活動に取り組んでいますか

39 39
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして
解決方法を決めていますか

○ ○

40 40 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいま ○ ○
41 41 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでい ○ ◎

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語）】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
42 42 国語の勉強は好きですか
43 43 国語の勉強は大切だと思いますか ◎ ◎
44 44 国語の授業の内容はよく分かりますか ○ ○ ○
45 45 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか (▽) ○ ◎
46 国語の授業で、違う点や似ている点を意識したり、図で示したりしながら、情報を整理していますか

47
国語の授業で、目的に応じて、話すために集めた材料を、いくつかのまとまりに分けたり結び付けた
りしながら、伝える内容を考えていますか

48
国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように
工夫して文章を書いていますか

○

49
国語の授業で、物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具体的にイメージし、どのよ
うな表現で描かれているのかに着目していますか

○

46
国語の授業で話を聞いたり文章を読んだりするときに、具体的な情報と抽象的な情報との関係を捉
えて理解していますか

○

47 国語の授業で、話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめています ○
48 国語の授業で、自分の考えが伝わるように、表現の効果を考えて文章を書いていますか
49 国語の授業で、説明的な文章を読み、目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈して ○

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学）】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
50 50 算数・数学の勉強は好きですか
51 51 算数・数学の勉強は大切だと思いますか ◎ ○
52 52 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか ○ ○ ○
53 53 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか ◎
54 54 算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えますか
55 55 算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか ○ ○
56 56 算数・数学の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしていますか ○ ▽
57 57 算数・数学の授業で学習したことを、今後の学習で活用しようとしていますか ▽

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等（理科）】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
58 58 理科の勉強は好きですか ○ ○

59 59
自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりする
ことがありますか

○ ○

60 60 理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか ○ ○

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等（英語）】
小 中 　　　　　　　　　内容 小 中 小 中
61 英語の勉強は好きですか ▼
62 英語の勉強は大切だと思いますか (▽) ○
63 英語の授業の内容はよく分かりますか

61
前年度までに受けた授業では、英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動
が行われていたと思いますか

○

62
前年度までに受けた授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動
が行われていたと思いますか

○

63
前年度までに受けた授業では、原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気持ちなどを
英語で伝え合う活動が行われていたと思いますか

64
前年度までに受けた授業では、スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表す
る活動が行われていたと思いますか

○

65
前年度までに受けた授業では、自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思いま
すか

○

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較

①全国との比較
②肯定的回答
③前回調査比較
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児童・生徒質問調査　【特徴的な項目について】

●教科の平均正答率との相関関係が指摘されている項目について 　※課題が見られる項目についてのみ記載

【基本的生活習慣等】

(5)

【学習習慣、学習環境等】

(21)

(22)

●ICTを活用した学習状況について 　※課題が見られる項目についてのみ記載

(27)

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯
電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強し
ている時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間
や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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